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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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12
月

下記日程は支部会館を休館します。

12月28日（火）～１月４日（火）
　年末年始休館

１月５日（水）は午前のみ開館
午後は四役・書記局会議のため
休館
１月６日（木）から通常営業

土・日・祝日も休館

支部会館休館のお知らせ

▼
コ
ロ
ナ
自
粛
か
ら
よ
う
や

く
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
12
月
の
最
初
の
日
曜
に

分
会
の
若
手
と
の
交
流
会
が

で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

仲
間
と
グ
ラ
ス
を
軽
く
ぶ
つ

け
て
の
乾
杯
。
よ
く
冷
え
た

ビ
ー
ル
が
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
▼
組
合
活
動
の
原
点
は
、

英
国
で
パ
ブ
に
労
働
者
が

あ
つ
ま
っ
て
、
お
金
を
出
し

あ
っ
た
助
け
合
い
、
共
済
活

動
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ひ
ど
い
労
働
条
件
の
中

で
も
仲
間
が
力
を
出
し
合
う

事
が
有
効
で
し
た
。
▼
組
合

総
合
共
済
も
コ
ロ
ナ
に
対
応

し
て
特
例
が
。
保
健
所
か
ら

の
文
書
で
労
務
不
能
を
確
認

し
、
入
院
扱
い
す
る
な
ど
の

対
応
を
し
、
土
建
国
保
と
あ

わ
せ
て
困
っ
た
と
き
の
く
ら

し
の
支
え
に
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
▼
今
月
の
初
旬
に
山
梨

と
紀
伊
半
島
で
震
度
５
弱
の

地
震
が
あ
り
、
そ
の
後
ト
カ

ラ
列
島
の
群
発
地
震
な
ど
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
（
今
年

震
度
５
弱
以
上

の
地
震
は
既
に

９
回
）
。
▼
火

災
・
地
震
共
済

で
備
え
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に

頼
れ
る
組
合
の

力
を
発
揮
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
組合の原点・助け合い
（倉田文男・常任執行委員）

竹の伐採作業中

杉並・文京・新宿・小平東村山合同で実施

分会行事も
順次再開２

チェーンソー訓練
を実施２

消費税インボイス
ストップの駅宣３

11月からさまざまな分会行事
なども順次再開、膝突き合わ
せた活動が戻ってきました。

ビーバーズの訓練
でチェーンソー特
別教育の補講を実
施。

零細請負労働者の暮らしを直
撃するインボイス制。まだ食い
止められます。

４
支
部
合
同
で
の
開
催

11
月
20
〜
21
日
の
土
日
に
、
福

島
県
南
相
馬
市
で
復
興
支
援
活

動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
文
京
・
新
宿
・
小
平
東

村
山
支
部
と
の
合
同
で
実
施
し

ま
し
た
。
杉
並
14
人
、
文
京
５
人
、

新
宿
５
人
、
小
平
東
村
山
２
人
、

全
体
で
26
人
の
参
加
で
し
た
。

初
日
は
視
察
と
現
場
確
認

20
日
は
被
災
地
視
察
で
震
災

遺
構
と
し
て
保
存
・
整
備
さ
れ
た

請
戸
小
学
校
と
、
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
を
訪
問

し
、
被
害
の
大
き
さ
を
改
め
て
胸

に
刻
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
南
相
馬
で
翌
日
の
作
業

場
所
を
確
か
め
、
宿
泊
先
の
蒲
庭

温
泉
・
蒲
庭
館
へ
。

　

宿
で
は
旬
の
野
菜
と
海
鮮
料
理

の
夕
食
を
楽
し
み
、支
部
の
垣
根

を
越
え
て
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

日
曜
に
３
つ
の
作
業

　

翌
21
日
は
、
竹
林
の
伐
採
と
住

宅
裏
の
用
水
路
の
護
岸
の
積
み
直

し
の
２
組
に
分
か
れ
て
、
朝
９
時

こ
ろ
か
ら
作
業
開
始
。
護
岸
は
午

前
中
で
終
わ
り
、
依
頼
主
・
表
さ

ん
か
ら
は
感
謝
の
言
葉
と
み
そ
汁

な
ど
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
竹
林
伐
採
に
合
流
し
、

急
遽
追
加
に
な
っ
た
住
宅
地
の
草

刈
り
作
業
も
手
分
け
し
て
完
了
し

ま
し
た
。

10
年
を
経
て
も
道
半
ば
。
復
興

な
る
そ
の
日
ま
で
、
東
京
土
建
は

支
え
ま
す
。

11
月
末
ま
で
の

秋
の

拡
大
月
間
達
成

長
ら
く
の
奮
闘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
石
川
雅
昭
組
織
部
長
】
こ

の
夏
、
東
京
五
輪
が
強
行
さ

れ
た
一
方
、コ
ロ
ナ
感
染
の
第

５
波
が
全
国
を
襲
い
、
東
京

で
も
医
者
に
も
か
か
れ
ず
に

人
が
亡
く
な
る
事
態
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
秋
の
月
間

は
、
コ
ロ
ナ
の
減
少
を
見
据

え
て
９
月
に
は
分
会
で
の
夜

の
統
一
行
動
日
を
設
定
せ
ず
、

10
月
か
ら
11
月
で
夜
の
行
動

を
組
む
、
例
年
に
な
い
取
り

組
み
と
な
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
な
参
加
者

迎
え
る
活
動
を

　

活
動
に
制
限
が
多
い
な

か
で
も
、
役
員
・
書
記
に
よ

る
昼
間
の
行
動
は
８
月
か
ら

も
継
続
し
て
お
り
、
11
月
末

ま
で
の
行
動
の
結
果
、
全
分

会
目
標
を
達
成
し
、
支
部
全

体
で
も
目
標
を
超
過
す
る

１
６
２
人
の
仲
間
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
ご
奮
闘
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
末
の
組
合
員
交
流

会
後
、
各
分
会
で
も
交
流
会

や
分
会
旅
行
な
ど
、
仲
間
が

顔
を
合
わ
せ
る
活
動
が
徐
々

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
コ
ロ
ナ
は
予
断
を
許
さ
な

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
だ
か
ら

こ
そ
仲
間
の
つ
な
が
り
を
広

げ
、
組
合
の
助
け
合
い
の
力

を
発
揮
し
、
仕
事
と
く
ら
し

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　事業所交流会を11月11日、

岡部チサン美里コースにお

いて18人の参加で開催。プ

レー後支部会館で表彰式。優

勝の栄冠は中央分会の中川雅

夫さん（円い写真）に。

ゴルフ交流会も実施

11.20～21南相馬復興支援活動 復興なるその日まで復興なるその日まで

東京土建東京土建は支えます支えます

復興なるその日まで

東京土建は支えます作業中

竹の伐採完了後作業後

護岸積みなおし中

積みなおし完了後

作業中

作業後

石川雅昭
組織部長

阿佐谷

中央

浜福 泉南

草刈りも急遽実施作業中
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「
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
は

目
標
14
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ　

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｗ　

Ｗ

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
」
と
対
に
な
る
目
標

で
、
森
林
の
管
理
、
砂
漠
化
の
阻

止
、
土
壌
の
劣
化
を
止
め
回
復
し
、

生
物
多
様
性
の
喪
失
を
防
ぐ
…
な

ど
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
現
状
は
、
既
に
確
認
さ
れ

て
い
る
１
３
４
、
４
０
０
種
以

上
の
生
物
種
の
う
ち

３
７
、
４
０
０
種
以

上
が
絶
滅
の
危
機
に

あ
る
と
さ
れ
、
森
林

の
維
持
、
拡
充
が
必

要
な
の
に
２
０
０
０

年
か
ら
の
20
年
で
世

界
は
１
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
森
林

を
失
っ
た
と
こ
ろ
。
目
標
15
の
中

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
小
目
標
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
「
２
０
２
０

年
ま
で
」
を
基
準
に
陸
・
内
陸
淡

水
生
態
系
、
森
林
、
湿
地
等
の
保

全
、
絶
滅
危
惧
種
の
保
護
指
定
と

対
策
や
、
生
態
系
と
生
物
多
様
性

の
価
値
を
国
な
ど
の
戦
略
や
会
計

に
組
み
込
む
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
会
計
に
組
み
込
む
こ
と

は
特
に
重
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
は

実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

陸
や
海
の
豊
か
さ
、
自
然
環
境

こ
そ
人
間
の
生
活
の
土
台
で
あ
っ

て
、
こ
れ
が
保
た
れ
て
初
め
て
、

社
会
も
経
済
も
成
り
立
つ
の
で
す
。

　

個
別
の
対
処
の
な
か
で
は
、
生

物
多
様
性
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
対

策
に
資
金
を
集
中
し
た
り
、
違
法

伐
採
を
人
工
衛
星
で
監
視
す
る
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

協
力
の
熱
帯
林
早
期

警
戒
シ
ス
テ
ム
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
だ
け
で

は
不
十
分
で
、
世
界

の
根
本
に
あ
る
、
利
潤
の
追
及

の
た
め
、
環
境
を
破
壊
す
る
方
が

も
う
か
る
な
ら
そ
れ
を
や
っ
て
い

い
の
だ
と
い
う
仕
組
み
の
見
直
し

が
い
よ
い
よ
迫
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
「
川
は
誰
の
も
の
」
と
い
う

歌
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
山
も
川

も
誰
か
の
も
の
で
な
く
共
有
の
財

産
（
コ
モ
ン
）
で
あ
る
と
い
う
視

点
か
ら
見
直
し
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ Life on Land ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ Life on Land ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ Life on Land ～

持
続
可
能
な
社
会
め
ざ
し
て
⑧

　

す
べ
て
の
人
が
平
和
と
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
め

ざ
し
国
連
の
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
は
17
の
大

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

「
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

陸
に
生
き
る
い
の
ち
を

◆地球面積
　…半径6,370kmの球を仮定
　5億990万㎢…約510億ヘクタール

　※本当は楕円…地球楕円体モデルは

　　赤道半径 6,378,137ｍ

　　極半径　 6,356,752ｍが一般的

　陸地の面積は約147億ヘクタール

◆世界人口75億人で割ると
　一人２ヘクタールもない
　200年ほど前まで世界人口は２億人

　森林に向く気候の面積は約80億

　実際の森林面積は約40億ヘクタール

　2000年からの20年で１億ヘクタール

　が減少した数字をどうみるか

※１ヘクタールは100ｍ×100ｍ

　　小学校をイメージするとわかりやすい

持続可能な 開発 目標

地球の大きさを
イメージする

11.14 まちの救助隊ビーバーズ訓練

チェンソーでの伐木作業中の災害は林業の死亡災害の約６割に上る危険な作業。2020年８月の法改正に
より９時間の学科、９時間の実技の特別教育が求められています。杉並支部まちの救助隊ビーバーズは11
月14日にチェンソー特別教育の補講（４時間）をおこない18人が参加しました。補講で学んだ伐倒の変更
点等を報告します。

◆伐倒の方向、受口と追口と「つる」
　木の直径の４分の１から３分の１の受口を切り、
次いで反対から追口を切り、直径の10分の１程
度切り残し（つる）て倒す。法改正で直径20㎝以
上の木はこの方式で伐り倒す（図１・２参照）。

◆下肢の保護着が義務化…受傷の多い脚を守るプ
ロテクターの装着も義務化。
◆18時間の教育必要な危険作業…木の種類や状態
により重心調整など配慮必要な点多い。学科・実
技９時間以上ずつの教育が必要。我流はダメ。

下肢保護具も義務化…
下肢を守るプロテクター

準備は万全…
メット・眼鏡・手袋・
下肢保護具・安全靴

受口をつくる…　　
まず水平ついで斜め切り

追口を切る…
水平につる残して

分会行事も順次再開

交流広げよう

いざそのときに備えてチェンソー特別教育補講

　

泉
南
分
会
は
11
月
20
日

に
築
地
日
本
海
で
若
手
交

流
会
を
11
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

仕
事
の
話
や
組
合
の
話
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

初
め
て
家
族
で
参
加
し
た

齋
藤
克
弥
さ
ん（
配
管
工
）

は
、「
ま
た
参
加
し
た
い
」

と
語
り
、
小
橋
隆
宏
さ
ん

（
型
枠
大
工
）
も
「
う
ち
の

群
に
こ
ん
な
に
若
い
人
が

い
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ

た
」
、
群
長
の
金
子
和
夫

さ
ん（
造
園
）は
「
今
度
は
、

群
で
交
流
会
を
開
催
し
よ

う
！
」と
語
り
ま
し
た
。

泉
南
…
「
次
は
群
で
交
流
会
」
の
声
も

西
荻
は
西
荻
窪
の
「
も
つ
吉
」

　

西
荻
分
会
は
11
月
28
日
、

西
荻
窪
駅
そ
ば
の
「
も
つ

吉
」
で
若
手
交
流
会
を
開

催
。９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
と
な
る
今

回
は
、
手
ご
ろ
な
価
格
の

チ
ェ
ー
ン
店
。
あ
つ
あ
つ

の
も
つ
鍋
を
囲
み
な
が
ら

ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け
る
ひ
と
と

き
に
な
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ

と
な
り
、２
人
の
期
待
の
新

星
が
参
加
。
高
橋
大
輔
さ

ん
は「
初
め
て
の
参
加
で
し

た
が
、楽
し
く
交
流
が
で
き

ま
し
た
。今
後
も
参
加
し
た

い
」と
語
り
ま
し
た
。

西
荻
・
泉
南
が
若
手
交
流
会

井
荻
が
分
会
旅
行

東
国
３
社
め
ぐ
り

　

井
荻
分
会
の
20
人
は
11

月
28
日
東
国
３
社
め
ぐ
り

の
バ
ス
旅
行
へ
。
午
前
７

時
30
分
に
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
、
ま
ず
鹿
島
神
宮
を

参
拝
。
奥
宮
の
檜
皮
葺
屋

根
修
繕
工
事
の
特
別
見
学

を
し
た
仲
間
も
い
ま
し
た
。

　

昼
は
潮
来
の
「
海
鮮
倶

楽
部
」
で
う
な
丼
と
鯉
の

旨
煮
を
楽
し
み
、
午
後
一

番
は
息
栖
神
社
へ
。
息
栖

神
社
で
は
毎
月
第
四
日
曜

の
わ
く
わ
く
市
が
開
か
れ

て
お
り
琴
の
生
演
奏
も
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
最
も
歴
史
が
古

く
、
漆
黒
の
拝
殿
や
多
く

の
巨
木
が
印
象
的
な
香
取

神
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

長
く
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
仲
間
た
ち

と
、
大
い
に
飲
み
、
語
り
、

触
れ
合
っ
て
、
元
気
を
得

た
旅
に
な
り
ま
し
た
。

【大島悠聖くん談】御
朱印をたくさん集めら

れました。楽しかった

です。

近くで遠くで

交
流
の
後
で
一
枚

右
か
ら
２
人
目
が
高
橋
大
輔
さ
ん

鍋を囲んで交流

３人の琴奏者との
出会い

香
取
神
宮
の
鳥
居
で
集
合

鹿島神宮奥宮の檜皮葺

香取神宮にて大島悠聖くん

不思議な力感じた

図１ 図２
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12
月
当
初
人
員
３
、２
３
９
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹 

介 

者

鈴
木　

洋
介

冷
暖
房

西

荻

上
里　

涼
子

千
葉　

一
慶

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

森
下　

航

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

森
口　

直
弘

渡
部　

壮
太

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

泉

南

星
野　

栄
治

Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｅ 

Ｇ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｎ

塗
装

泉

南

髙
田　

亨

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2－36－15ＡＧビル

℡03－6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司
杉並区堀ノ内3-48-55
℡070-6650-5851

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6-23-5-202
℡03-3330-0734

■建築設計・監理 ■
【社員】

㈲人イエまちネットワーク
代表　山田　清

杉並区梅里1-2-8土方ビル１F
℡03-5377-7166

■電気工■
【社員・短期】
㈱ケラマ電設

代表　松野　慶男
杉並区下井草5-18-6浅賀ビル１階

℡03-3301-8579

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

■設計■
【社員】

筒井紀博空間工房
代表　筒井　潤

杉並区久我山4-1-9-401
℡03-3247-8922

■解体工・はつり工■
【常用】
㈱石岡工業

代表　石岡　利一
中野区大和町1-13-7
℡03-5356-7507

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

？ ？

活
用
し
よ
う
！
コ
ロ
ナ
特
例
制
度

防ごう
危険な消費税インボイスの実施

阿佐ヶ谷・高円寺駅頭で訴え11.24
　

10
月
か
ら
登
録
が
始

ま
っ
て
い
る
消
費
税
の「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
」
。
課
税

業
者
に
な
り
番
号
を
取
得

し
な
い
と
、
取
引
先
が
国

に
納
め
る
消
費
税
が
増
え

る
仕
組
み
の
た
め
、
価
格

に
転
嫁
で
き
な
い
零
細
業

者
や
手
間
請
労
働
者
で

あ
っ
て
も
課
税
業
者
に
な

る
か
、
自
腹
を
切
る
か
を

迫
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

国
は
２
０
２
３
年
10
月

の
実
施
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
ま
だ
止
め
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
末
の
総
選
挙
で

は
、
消
費
税
の
減
税
を

掲
げ
た
政
党
へ
の
投
票

は
、
比
例
で
は
過
半
数
の

３
０
０
０
万
票
を
超
え
て

い
る
な
ど
、
民
意
は
消
費

税
の
減
税
に
あ
り
ま
す
。

　

11
月
24
日
に
は
33
人
で

阿
佐
谷
・
高
円
寺
駅
で
宣

伝
。
今
後
も
実
施
の
中
止
、

税
率
の
引
き
下
げ
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

　

来
月
１
日
か
ら
「
改

正
」
電
子
帳
簿
保
存
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
が
、
か
な

り
多
く
の
人
に
影
響
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
①
電
子

帳
簿
②
ス
キ
ャ
ナ
保
存
③

電
子
取
引
の
３
つ
で
す
が
、

①
②
は
紙
の
保
存
で
対
応

で
き
る
の
で
焦
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
電
子
取
引

だ
け
は
、
紙
で
の
保
存
が

ダ
メ
に
な
り
デ
ー
タ
保
存

が
義
務
化
さ
れ
る
の
で
要

注
意
。
具
体
的
に
は
ネ
ッ

ト
利
用
の
購
入
・
販
売
・

仕
事
の
発
注
・
請
負
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
支
部
、
奥
村
ま
で
。

あ
な
た
も
消
費
税
を
納
め
る

く
ら
し
が
さ
ら
に
壊
さ
れ
る

電
子
帳
簿
保
存
法
で　

電
子
取
引
は
要
注
意
に

高
円
寺
駅
で
の
宣
伝

阿
佐
谷
駅
頭
で
訴
え
る
鎗
田
副
委
員
長

チ
ラ
シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
な
が
ら
の
宣
伝

関
心
高
く

通
行
人
か
ら

質
問
さ
れ
る

●電子帳簿
　…急がないでOK
●紙のスキャン
　…しないでOK
●電子取引
　…対応不可避

電
子
取
引
が
唯
一
の
焦
点

声あげて育てよう　公契約
　
【
賃
金
対
策
部
発
】
杉
並
区
で
は

20
年
近
い
運
動
の
末
に
昨
年
３
月

の
制
定
を
勝
ち
取
っ
た
公
契
約
条

例
。
公
共
工
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

現
場
で
働
く
人
の
賃
金
を
含
む
労

働
条
件
を
契
約
の
条
件
に
組
み
入

れ
る
も
の
。
低
賃
金
競
争
を
止
め
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
な
ど

を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

都
内
の
自
治
体
に
も
広
が
る
な

か
、
中
野
区
と
北
区
で
も
今
月
か
ら

来
月
に
か
け
、
条
例
案
提
出
前
に

必
要
な
、
区
民
意
見
の
公
募
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
が
お
こ
な
わ
れ

る
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
声
で
よ
り
よ
い
条
例
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

各
自
治
体
も
他
の
自
治
体
の
制

度
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い

制
度
が
他
区
で
制
定
・
運
用
さ
れ
る

こ
と
は
杉
並
の
制
度
の
改
善
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
杉
並
区
の
公
契
約
審
議

会
に
は
支
部
の
仲
間
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

審
議
会
の
議
事
録
が
一
定
の
期
間

経
過
後
に
は
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

現
場
の
困
っ

た
情
報
な
ど

も
支
部
ま
で

お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
意
見
を

中
野
区
・
北
区
が
実
施
予
定

杉並の公契約審議会

　11月末で終了の予定だった融資の初回申請
期限が再び延長されました。返済時に住民税
非課税などの状況なら返済不要などの好条件。
ぜひ活用を。

　対象の区の「新型コロナウイルス感染症対策
特例資金」は従来700万だった上限が1200万
へ拡充。据え置き期間も拡充。
　国民生活金融公庫でもコロナ特例の実質無
利子の融資があります。申請書を郵送し、担当
者から連絡が入る形です。

３月迄
再延長

制度
拡充

社会福祉協議会の
無利子無利息の融資

区の融資制度　
1200万円まで拡充

緊急小口資金：20万円　　
総合支援資金：20万円×３か月

国民生活金融公庫も活用を

サ
ブ
ス
ク
に
ご
注
意

お
金
と
時
間
か
ら
考
え
て

【
な
ん
で
も
相
談
室
よ
り
】

「
月
々
〇
〇
〇
円
で
使
い
放

題
」「
好
き
な
ク
ル
マ
に
安

く
乗
れ
る
」「
税
金
も
保
険

も
コ
ミ
で
オ
ト
ク
」
…
こ
ん

な
売
文
句
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

所
有
で
な
い
点
が

最
大
の
特
徴
だ
が

　

所
有
権
の
移
転
を
伴
わ

ず
、
定
額
の
利
用
料
を
払

い
利
用
す
る
サ
ブ
ス
ク
（
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方
式
）

が
「
お
得
」
と
宣
伝
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
当
に
お
得
で

し
ょ
う
か
。

　

実
は
多
重
債
務
の
相
談

の
な
か
で
は
こ
の
サ
ブ
ス
ク

が
影
響
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
の
で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
サ
ブ
ス
ク
の

大
き
な
特
徴
は
、
結
局
、
自

分
の
も
の
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
点
で
す
。

お
金
の
面
で
お
得
か　

若
者
に
は
有
利
な
面
も

　

ト
ヨ
タ
車
の
サ
ブ
ス
ク

「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」
で
は
若
い

世
代
だ
と
短
期
的
な
支
払

い
だ
け
を
観
れ
ば
購
入
す

る
よ
り
も
手
ご
ろ
な
面
が

あ
り
ま
す
。
自
動
車
の
任

意
保
険
込
み
で
全
年
齢
で

料
率
が
一
緒
に
な
っ
て
お

り
、
若
い
世
代
に
は
魅
力
が

あ
る
よ
う
に
映
り
ま
す
。
し

か
し
本
質
は
、３
年
ご
と
に

乗
っ
た
車
を
売
り
新
車
を

買
う
の
を
繰
り
返
す
も
の

で
あ
り
、
要
注
意
で
す
。

　

建
設
業
の
仲
間
に
は
車

が
必
要
な
人
は
多
い
で
す

が
、
自
家
用
車
は
維
持
費

だ
け
で
も
年
20
万
は
か
か

り
ま
す
。
レ
ン
タ
カ
ー
で
済

む
も
の
は
レ
ン
タ
ル
が
オ
ト

ク
で
す
。

　

な
お
い
わ
ゆ
る
カ
ー

リ
ー
ス
も
サ
ブ
ス
ク
の
ひ
と

つ
で
す
が
、
消
費
者
に
極
め

て
不
利
な
契
約
で
お
勧
め

で
き
ま
せ
ん
。

い
つ
の
間
に
か

時
間
を
失
う
問
題

　

動
画
の
定
額
見
放
題
等

の
サ
ブ
ス
ク
は
、
関
心
の
あ

る
も
の
を
つ
い
つ
い
複
数
契

約
し
て
し
ま
い
が
ち
。
そ
の

と
き
は
「
い
い
な
」
と
契
約

し
て
も
観
な
く
な
っ
て
解
約

し
忘
れ
て
延
々
無
駄
な
出

費
を
す
る
こ
と
も
。　

　

何
よ
り
時
間
は
有
限
で

す
。い
つ
の
間
に
か
お
金
と

時
間
を
失
う
サ
ブ
ス
ク
に
は

要
注
意
。
も
っ
と
も
ス
マ
ホ

ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ

ン
も
同
様
で
す
が
。
何
か
と

多
忙
な
師
走
で
す
が
、心
を

亡
ぼ
す
の
が「
忙
」の
字
。一

息
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　購入して所有権を得るのでな

く、一定の時間・利用・使用・消

費する権利を買うという考え方

が基本にある方式。「〇〇円で

〇〇放題」というのは広い意味で

はサブスクと言える。

　１年365日では8,760時間ですが、労

働・睡眠を除いて使える時間はせいぜ

い１日８時間。月に248時間。なお、人

と触れ合える時間などはもっとずっと

短いのです。

　いくらお金があっても時間は有限。

その消費についてもちょっと考えてみ

ませんか。

サブスクってなんだろ

使
え
る
時
間
は

有
限
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第 336 回

営
が
破
綻
。
29
歳
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
時
、
独
立
し
て
自
分
で
造
園

の
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
う
様
に
な

り
独
立
を
決
意
。
個
人
事
業
「
グ

リ
ー
ン
ス
ペ
ー
ス
計
画
」
を
始
め
ま

し
た
。

　

当
初
、
足
元
も
固
ま
ら
な
い
中
で
、

妻
の
両
親
に
も
心
配

を
か
け
ま
い
と
一
生

懸
命
働
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
仕
事
が
軌

道
に
乗
り
、
昭
和
56

年
に
は
法
人
化
。
少

し
づ
つ
ゼ
ネ
コ
ン
や

住
宅
メ
ー
カ
ー
等
仕

事
の
幅
を
広
げ
、
今

に
至
り
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
終
末
期
に

は
、
取
引
先
の
倒
産

で
、
東
京
土
建
と
一

緒
に
交
渉
し
、
元
請

か
ら
労
務
費
だ
け
は

回
収
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

受
け
た
仕
事
は
き
ち
ん
と
や
り

切
る
…
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

「
謹
」
ん
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
波
を
乗
り
越
え
て
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
は
母
や
、
職
人
さ
ん
た

ち
、
多
く
の
人
の
お
か
げ
で
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
独
立
以
来
支
え
続
け

て
く
れ
た
妻
に
は
感
謝
し
て
も
し
き

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
今
は
、
息
子
二
人
が
引
き

継
い
で
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
１
９
４
２
年
、
中
野
で
出
生

し
、
高
円
寺
で
育
ち
、
戦
争
末
期
に

父
の
実
家
で
あ
っ
た
広
島
に
疎
開
。

姉
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
半
数
が
広
島

市
内
で
被
爆
し
て
亡
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。

「
謹き

ん
じ爾
」
は
、
爾

な
ん
じ

謹
ん
で
と
の
言

葉
。
真
心
を
持
っ
た

人
間
に
と
の
願
い
で

の
命
名
で
し
た
。

　

６
歳
の
頃
、
父
が

亡
く
な
り
、
母
は
実

の
妹
を
頼
り
広
島
三

原
市
よ
り
上
京
し
て
、

そ
の
後
目
黒
区
駒
場

で
下
宿
業
を
開
き
、

５
人
の
子
を
一
人
で

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
自
然
が
好
き

だ
っ
た
の
で
大
学
の

造
園
学
科
で
学
び
、

卒
業
後
は
体
育
施
設

等
を
作
る
会
社
に
入
り
ま
し
た
。

　

３
年
後
、
独
立
す
る
上
司
・
後
藤

さ
ん
と
一
緒
に
退
職
。
こ
の
頃
、
後

藤
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
紹
介
で
知
り

合
っ
た
妻
と
結
婚
。
そ
の
後
現
場
で

働
く
社
員
と
し
て
３
つ
の
会
社
で
働

き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
数
年
で
経

爾（なんじ）謹（つつし）んで

真 心 も っ て 働 くこと

益
ます だ

田 謹
きん じ

爾さん　井荻・造園

11
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

51
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な

く
な
っ
た
時
の
生
活
を
助

け
合
い
、
結
婚
や
出
産
、
仲

間
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た

時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み

ん
な
の
助
け
合
い
制
度
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

仲
間
が
給
付
を
受
け
て
い

ま
す
。
（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

村
井　
　

嶺
（
中　

央
）

【
出
産
】

内
村　

英
樹
（
泉　

南
）

【
新
入
学
】

3
件

【
資
格
取
得
】

2
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

池
上　

君
代
（
西　

荻
）

伊
藤　
　

孝
（
西　

荻
）

中
野　

隆
治
（
阿
佐
谷
）

成
定　

一
人
（
阿
佐
谷
）

石
川　

純
子
（
阿
佐
谷
）

中
村　

秀
吉
（
中　

央
）

日
高　

成
奉
（
中　

央
）

松
本　

武
司
（
中　

央
）

宇
田
川
義
一
（
中　

央
）

鮎
澤　

勝
幸
（
中　

央
）

関　
　

英
允
（
浜　

福
）

斉
藤　

利
江
（
浜　

福
）

藤
本　

明
彦
（
高　

和
）

坂
場　

孝
一
（
泉　

南
）

高
橋　
　

聡
（
泉　

南
）

豊
田　

直
宏
（
企　

業
）

　

ほ
か
24
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

徳
永　

清
彦
（
中　

央
）

安
田　

力
雄
（
高　

和
）

【
家
族
死
亡
】

花
澤　

正
人
（
高　

和
）

野
村　

忠
弘
（
泉　

南
）

　就労履歴を蓄積し技能評価につながる建
設キャリアアップシステムの導入が進んで
います。
　まず事業者登録をし、その後、技能者登
録をする必要があります。登録の仕方がわ
からない方は申請受付窓口であり、既に100
人を超える登録実績の杉並支部に相談を。

登録申請は
組合へ相談を

建設キャリアアップシステム

　

今
回
の
授
業
は
「
は
じ

め
て
の
彫
刻
刀
」
。
大
淵

分
会
長
が
用
意
し
た
材
料

（
薄
ベ
ニ
ヤ
）
を
彫
刻
刀

で
彫
っ
て
版
画
の
版
木
を

つ
く
る
の
が
目
標
で
し
た
。

　

最
初
に
一
日
教
師
に

な
っ
た
仲
間
か
ら
ひ
と
言

ず
つ
自
己
紹
介
し
、
そ
の

後
、
市
川
先
生
と
大
淵
分

会
長
が
彫
刻
刀
の
使
い
方

と
作
業
手
順
を
説
明
。
利

き
手
の
逆
の
手
に
指
抜
き

の
軍
手
を
は
め
て
、
額
縁

と
な
る
部
分
で
さ
っ
そ
く

試
し
彫
り
。
初
め
て
の
作

業
に
と
ま
ど
う
児
童
も

い
ま
し
た
が
、
分
会
の
仲

間
の
指
導
で
次
第
に
慣
れ
、

し
っ
か
り
彫
れ
る
よ
う
に
。

　

次
い
で
紙
に
下
絵
を

描
く
作
業
。
動
物
を
テ
ー

マ
に
児
童
た
ち
の
発
想
力

が
光
り
ま
し
た
。
下
絵
を

カ
ー
ボ
ン
紙
で
転
写
し
、

本
番
の
彫
り
。
早
い
児
童

は
版
木
の
完
成
ま
で
。

　

文
字
が
反
転
す
る
の

を
知
ら
ず
に
彫
っ
た
り
、

思
っ
た
よ
り
も
彫
り
す
ぎ

た
の
も
味
。
安
全
に
正
し

い
使
い
方
を
身
に
つ
け
て
、

こ
れ
か
ら
も
個
性
を
の
ば

し
て
い
く
手
助
け
が
で
き

た
か
な
。

11
月
２
日
（
火
）
浜
福
分
会
は
杉
並
第
二
小

学
校
の
授
業
支
援
を
行
な
い
、
４
年
生
３
ク
ラ

ス
に
彫
刻
刀
の
使
い
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

11.2

杉二小

授業支
援

安
全
に

正
し
い

彫
刻
刀
の
使
い
方
学
ん
だ
よ

建設のプロから直接指導建設のプロから直接指導建設のプロから直接指導

本
彫
り
前
の
説
明
を
す
る
伊
藤
祥
司
さ
ん

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

普
段
と
ち
ょ
っ
と
違
う
授
業

謹
ん
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
き
た

と
語
る
益
田
さ
ん


